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宛
書
簡
に
、「
こ
な
ひ
だ
は
横
須
賀
か
ら
山
口
県
の
由
宇
と
云
ふ
所
ま
で
軍
艦

で
行
つ
て
そ
こ
か
ら
岩
国
と
京
都
と
に
よ
つ
て
帰
つ
て
来
ま
し
た
」
と
あ
る
。

金
剛
に
乗
船
し
た
の
は
六
月
二
〇
日
、
横
須
賀
か
ら
山
口
県
由
宇
ま
で
航
海

し
、
帰
り
は
岩
国
、
京
都
を
経
由
し
て
二
四
日
に
帰
宅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
露
戦
争
（
明
三
七
・
二
〜
三
八
・
九
）
後
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
（
大
三
・

七
〜
七
・
一
一
）
に
か
け
て
の
軍
備
拡
張
時
代
、
軍
隊
は
巨
大
組
織
と
な
っ
て

い
く
。
当
時
世
界
の
注
目
を
集
め
た
新
鋭
の
超
弩
級
巡
洋
戦
艦
金
剛
に
乗
船
し

た
芥
川
が
、
何
を
描
き
、
あ
る
い
は
何
を
描
か
な
か
っ
た
か
を
捉
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
彼
が
海
軍
、
戦
争
、
そ
し
て
文
学
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
が
分

か
っ
て
来
る
の
で
は
な
い
か
。
文
章
中
に
な
さ
れ
た
様
々
な
引
用
に
も
注
目
し

な
が
ら
、
探
っ
て
い
き
た
い
。

一

芥
川
が
軍
艦
金
剛
に
乗
船
し
た
大
正
六
年
六
月
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
最

は
じ
め
に

芥
川
龍
之
介
の
「
軍
艦
金
剛
航
海
記
」（
大
六
・
七
・
二
五
〜
二
九
、『
時
事
新

報
』）
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
で
あ
る
。

だ
が
こ
の
記
録
文
は
、
大
正
五
年
一
二
月
か
ら
大
正
八
年
三
月
ま
で
の
一
時

期
と
は
い
え
、
横
須
賀
の
海
軍
機
関
学
校
英
語
教
授
嘱
託
と
し
て
軍
の
内
部
に

身
を
置
い
た
芥
川
が
（
１
）

、
当
時
の
海
軍
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
探
る
こ

と
が
で
き
る
文
章
で
あ
る
。

芥
川
は
、
大
正
六
年
六
月
一
〇
日
付
江
口
渙
宛
書
簡
に
「
十
五
日
か
ら
金
剛

へ
の
つ
て
航
海
見
学
と
い
ふ
も
の
に
出
か
け
る
ん
で
す
」
と
書
い
て
い
る
。
同

月
二
〇
日
消
印
の
松
岡
譲
宛
葉
書
に
は
、「
愈

今
日
フ
ネ
に
の
る
事
に
な
つ
た

　
こ
の
頃
胃
を
悪
く
し
て
ゐ
る
か
ら
酔
ふ
だ
ら
う
と
思
つ
て
聊
恐
れ
て
ゐ
る

二
十
四
日
の
夕
方
か
へ
る
予
定
だ
」
と
あ
る
。
そ
し
て
翌
七
月
六
日
の
塚
本
文

芥
川
龍
之
介
「
軍
艦
金
剛
航
海
記
」
論

︱ 

第
一
次
世
界
大
戦
と
軍
備
拡
張
の
時
代
の
中
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含
ま
ず
）
は
一
般
会
計
歳
出
額
の
三
八
・
八
九
％
を
占
め
て
い
る
。
前
年
大
正

五
年
に
は
三
五
・
七
九
％
で
あ
り
、
二
年
後
の
大
正
八
年
に
は
四
五
・
七
八
％
に

増
加
し
て
い
る
。
山
田
氏
は
、「
日
本
も
世
界
的
な
建
艦
競
争
に
参
入
し
た
た

め
に
、（
略
）
日
露
戦
争
後
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
前
（
一
九
〇
六
―
一
三
）

の
八
年
間
に
お
け
る
一
般
会
計
軍
事
費
の
割
合
は
、
対
国
家
歳
出
比
で
平
均

三
二
・
八
％
、
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
四
・
六
二
％
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

当
時
、
世
界
的
な
建
艦
競
争
の
中
で
、
日
本
で
も
軍
艦
建
造
に
膨
大
な
費
用

が
つ
ぎ
込
ま
れ
、
軍
事
費
は
膨
張
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
金
剛
の
建
造
を
巡
っ
て
、
大
正
三
年
一
月
に
は
、
世
論
を
騒
が
せ
当

時
の
山
本
権
兵
衛
内
閣
を
総
辞
職
さ
せ
た
収
賄
事
件
、
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
が
起

き
て
い
た
（
６
）

。
こ
の
戦
艦
に
は
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

金
剛
は
、
明
治
四
四
年
一
月
一
七
日
起
工
、
大
正
元
年
五
月
一
八
日
進
水
、

大
正
二
年
八
月
一
六
日
に
日
本
に
引
渡
さ
れ
た
。

技
術
的
な
面
か
ら
言
え
ば
、
金
剛
は
、
明
治
四
三
年
前
後
に
お
い
て
「
世
界

の
造
船
史
に
記
録
さ
れ
る
べ
き
（
７
）

」
と
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
が
開
発
し
た
超
弩
級
巡

戦
ラ
イ
オ
ン
を
も
と
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
社
で
設
計
建
造
さ
れ
た

軍
艦
で
あ
っ
た
。
発
注
の
際
、
英
日
両
国
政
府
の
約
束
に
よ
っ
て
日
本
海
軍
の

技
術
者
が
派
遣
さ
れ
、
図
面
も
日
本
が
入
手
し
、
こ
れ
を
使
用
し
て
同
型
艦
を

日
本
国
内
で
建
造
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
比
叡
、
榛
名
、
霧
島
が
建
造

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

金
剛
は
、
日
本
の
軍
艦
史
か
ら
見
て
飛
躍
的
な
戦
艦
と
考
え
ら
れ
る
。
福
井

中
で
あ
っ
た
。
日
本
は
大
正
三
年
八
月
に
参
戦
し
、
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け

て
、
海
軍
第
一
艦
隊
は
ド
イ
ツ
領
南
洋
群
島
（
ヤ
ッ
プ
島
、
サ
イ
パ
ン
島
な
ど
）

を
占
領
し
た
。
さ
ら
に
、
大
正
六
年
二
月
に
は
、
地
中
海
に
駆
逐
艦
を
派
遣
し

て
い
る
。
そ
の
三
月
に
は
ロ
シ
ア
革
命
が
起
き
、
一
一
月
に
は
レ
ー
ニ
ン
が
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
政
権
を
打
ち
立
て
る
。
翌
七
年
八
月
に
、
日
本
は
社
会
主
義
国
家
樹

立
に
反
対
し
て
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

日
露
戦
争
で
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
撃
破
し
た
海
軍
に
お
い
て
も
、
軍
備
拡
張

が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
が
、
こ
の
二
代
目
金
剛

（
２
）

と
、
さ
ら
に
続
く
同

型
艦
の
建
造
で
あ
っ
た
。

明
治
四
〇
年
制
定
の
「
帝
国
国
防
方
針
」
に
掲
げ
ら
れ
た
八
八
艦
隊
（
戦
艦

八
隻
・
装
甲
巡
洋
艦
八
隻
）
の
建
設
は
、
八
四
艦
隊
、
八
六
艦
隊
の
段
階
を
踏

み
、
大
正
九
年
の
帝
国
議
会
で
完
成
予
算
に
達
す
る
（
３
）

。

大
石
嘉
一
郎
氏
（
４
）

は
、「
海
軍
で
は
（
略
）「
八
・
八
艦
隊
」
の
編
成
を
め

ざ
し
、
一
九
〇
七
年
度
予
算
に
新
た
に
補
充
艦
艇
製
造
費
七
六
五
七
万

円
（
七
ヵ
年
継
続
費
）、
臨
時
軍
事
費
会
計
か
ら
の
引
継
ぎ
に
か
か
る

艦
艇
補
足
費
六
四
〇
七
万
円
（
六
ヵ
年
継
続
費
）
お
よ
び
艦
艇
・
兵
器

整
備
費
一
億
一
〇
九
二
万
円
（
七
ヵ
月
継
続
費
）
が
計
上
さ
れ
、
合
計

三
億
五
一
四
三
万
円
に
お
よ
ぶ
計
画
と
な
っ
た
。（
略
）
さ
ら
に
一
九
一
一

年
度
に
こ
の
計
画
が
改
訂
さ
れ
、
八
二
八
七
万
円
が
追
加
さ
れ
て
合
計

四
億
三
四
三
〇
万
円
と
な
」
っ
た
と
述
べ
る
。

ま
た
、
山
田
朗
氏
（
５
）

に
よ
れ
ば
、
大
正
六
年
の
一
般
会
計
軍
事
費
（
戦
費
を
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吉
、
海
軍
発
行
所
画
報
社
）
は
、
完
成
し
た
金
剛
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
引
き
取
る

た
め
の
、
大
正
元
年
一
二
月
二
〇
日
か
ら
二
年
一
一
月
五
日
ま
で
の
約
一
年
に

わ
た
る
航
海
を
記
録
し
た
本
で
あ
る
。

こ
の
中
に
「
金
剛
の
武
力
」
と
い
う
項
が
あ
り
、

全
長
七
百
四
呎（
約
我
が
二
町
）幅
九
十
二
呎
、排
水
量
二
萬
七
千
五
百
噸
、

馬
力
六
萬
四
千
、
計
画
速
力
二
十
七
海
里
五
で
あ
る
。
備
へ
て
ゐ
る
大
砲

は
四
十
五
口
径
の
十
四
吋
砲
八
門
、
五
十
口
径
の
六
吋
砲
十
六
門
、
三
吋

砲
十
二
門
、
マ
キ
シ
ム
、
機
砲
四
門
、
二
十
一
吋
最
新
式
水
中
魚
雷
発

射
管
八
門
、
合
計
四
十
八
門
と
探
海
燈
十
台
を
備
へ
加
ふ
る
に
艦
体
諸
機

い
づ
れ
も
日
露
戦
役
に
於
て
得
た
る
実
験
と
世
界
最
新
式
と
を
採
り
、
熟

練
し
た
る
英
国
民
が
赤
誠
を
籠
め
た
る
鉄
槌
の
元
に
工
を
起
し
て
、（
略
）

建
造
せ
ら
れ
た
金
剛
は
実
に
世
界
最
大
強
の
堅
艦
で
あ
る
と
誇
る
事
を
憚

ら
な
い
の
で
あ
る
が
、な
ん
と
快
哉
を
呼
ば
ざ
る
を
得
な
い
で
は
な
い
か
。

と
、
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
本
の
末
尾
に
は
、「
軍
艦
金
剛
廻
航
委
員

諸
君
を
送
る（
９
）
」
や
、「
金
剛
の
歌）

10
（

」
と
い
っ
た
、
金
剛
を
讃
え
る
歌
詞
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
歌
が
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

大
正
四
年
に
は
扶
桑
、
大
正
六
年
に
は
山
城
、
伊
勢
が
完
成
す
る
が
、
金
剛

ほ
ど
の
著
し
い
飛
躍
で
は
な
く
、
数
年
が
経
過
し
て
は
い
て
も
、
ま
だ
金
剛
が

与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
芥
川
の
文
章
に
は
、
金
剛
を
讃
え
る
と
い
う
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。

船
内
を
物
珍
し
そ
う
に
巡
り
な
が
ら
も
、彼
の
関
心
は
違
う
方
を
向
い
て
い
る
。

静
夫
氏
（
８
）

は
、

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
す
な
わ
ち
薩
摩
完
成
の
さ
ら
に
四
年
後
に
、  

わ
が
国
は
、
世
界
一
の
巨
艦
金
剛
を
保
有
し
た
。
そ
し
て
そ
の
排
水
量
は

実
に
二
万
七
五
〇
〇
ト
ン
、
す
な
わ
ち
薩
摩
級
の
約
二
万
ト
ン
に
た
い
し

て
、
さ
ら
に
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
ま
し
た
の
だ
。

つ
ま
り
金
剛
に
お
け
る
飛
躍
こ
そ
、
ま
さ
に
画
期
的
で
あ
っ
た
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
芥
川
は
「
二
万
九
千
噸
の
巡
洋
艦
」
と
記
し
て
い
る
が
、
金

剛
の
排
水
量
は
二
七
五
〇
〇
ト
ン
で
あ
る
。

さ
ら
に
福
井
氏
は
、
金
剛
の
艦
の
長
さ
も
、「
六
五
三
フ
ィ
ー
ト
六
イ
ン
チ

で
あ
っ
て
、
薩
摩
よ
り
二
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
以
上
長
い
。
そ
の
増
加
は
四
五
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
。」、「
い
っ
き
ょ
に
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
も
大
き
く

（
長
く
）
な
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、「
金
剛
型
の
主
砲
は
一
四
イ
ン
チ

砲
で
あ
る
。
当
時
、
英
海
軍
が
一
三
・
五
イ
ン
チ
を
採
用
中
で
あ
っ
た
か
ら
、

こ
れ
よ
り
少
し
で
も
威
力
の
あ
る
大
口
経
砲
を
採
用
し
た
の
だ
が
、
わ
が
主
力

艦
が
、
率
先
し
て
世
界
最
大
の
巨
砲
を
搭
載
し
た
の
は
金
剛
で
あ
る
。」
と
述

べ
る
。
氏
は
、
金
剛
の
名
は
「
完
成
以
来
、
世
界
に
と
ど
ろ
い
た
」
と
指
摘
し

て
い
る
。

当
時
、
読
者
は
金
剛
の
装
備
や
能
力
の
優
秀
さ
に
つ
い
て
読
む
こ
と
を
期
待

し
た
で
あ
ろ
う
し
、そ
う
語
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
一
つ
の
例
を
挙
げ
る
。

大
正
二
年
一
一
月
発
行
の
『
軍
艦
金
剛
廻
航
記
』（
川
畑
彌
一
郎
・
粥
川
豊
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（
略
）
僕
に
は
、
二
十
年
以
前
の
日
本
と
今
日
の
日
本
と
、
何
が
ど
う
ち

が
ふ
ん
だ
か
、
実
は
少
し
も
分
ら
な
か
つ
た
。

大
正
六
年
か
ら
二
〇
年
前
と
い
え
ば
、明
治
三
〇
年
で
あ
る
。
日
清
戦
争（
明

二
七
・
八
〜
二
八
・
四
）
が
終
わ
っ
た
後
で
あ
る
。

日
露
戦
争
に
勝
利
し
た
こ
と
で
日
本
が
一
等
国
に
な
っ
た
と
い
う
目
で
見
れ

ば
、
あ
る
い
は
ま
た
、
こ
の
金
剛
の
よ
う
な
超
弩
級
戦
艦
の
出
現
や
建
艦
競
争

と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
確
か
に
「
二
十
年
前
の
日
本
と
今
日
の
日
本
と
は
非

常
な
相
違
」
で
あ
ろ
う
。
だ
が
芥
川
は
、「
何
が
ど
う
ち
が
ふ
ん
だ
か
、
実
は

少
し
も
分
ら
な
か
つ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。

西
洋
列
強
へ
の
参
入
や
軍
拡
競
争
に
、
何
の
意
味
も
見
出
せ
な
い
と
い
う
冷

や
や
か
な
視
線
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二

こ
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
冒
頭
に
は
、
新
婚
の
Ｓ
君
に
対
す
る
「
憐
憫
」
が

描
か
れ
て
い
る
。

す
る
と
其
少
尉
の
一
人
が
横
須
賀
で
Ｓ
と
Ｓ
の
細
君
と
二
人
で
散
歩
し 

て
ゐ
る
の
に
遇
つ
た
ら
、
よ
く
よ
く
中
て
ら
れ
た
と
見
え
て
、
其
晩
か
ら

腹
が
下
つ
た
と
云
ふ
話
を
し
た
。
外
の
連
中
は
そ
れ
を
聞
く
と
、
あ
は
は

と
大
き
な
声
を
出
し
た
。
唯
新
婚
後
間
の
な
い
Ｓ
だ
け
は
そ
の
仲
間
に
は

い
ら
な
か
つ
た
。
こ
れ
は
嬉
し
さ
う
に
、
に
や
に
や
笑
つ
た
の
で
あ
る
。

自
分
は
、（
略
）
新
ら
し
い
細
君
を
家
に
残
し
て
来
た
Ｓ
に
対
し
て
憐
憫

そ
れ
は
、
次
の
文
章
に
も
表
れ
て
い
る
。

す
る
と
、
狭
い
通
路
に
は
、
も
う
ハ
ム
モ
ツ
ク
を
釣
つ
て
、
眠
つ
て
ゐ
る

水
兵
が
大
勢
あ
る
。（
略
）
僕
た
ち
は
皆
な
背
を
か
が
め
て
そ
の
ハ
ム
モ

ツ
ク
の
下
を
這
ふ
や
う
に
し
て
歩
い
た
。
そ
の
時
僕
は
痛
切
に
「
軍
艦
の

臭
ひ
」
を
嗅
い
だ
。
こ
れ
は
ペ
ン
キ
の
臭
ひ
で
も
な
け
れ
ば
、
炊
事
場
の

流
し
の
臭
ひ
で
も
な
い
。
さ
う
か
と
云
つ
て
又
機
械
の
油
の
臭
ひ
で
も
な

け
れ
ば
、
人
間
の
汗
の
臭
ひ
で
も
な
い
。
恐
ら
く
そ
れ
ら
の
す
べ
て
が
混

合
し
た
、

―
要
す
る
に
ま
あ
「
軍
艦
の
臭
ひ
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
決
し

て
高
等
な
臭
ひ
で
は
な
い
。
こ
ん
な
事
を
考
へ
な
が
ら
ふ
と
頭
を
あ
げ
る

と
、
一
人
の
水
兵
の
読
ん
で
ゐ
る
本
の
表
紙
が
、
突
然
僕
の
鼻
の
先
へ
出

た
。
そ
れ
に
は
、「
天
地
有
情
」
と
云
ふ
字
が
書
い
て
あ
る
。

―
僕
は

一
瞬
の
間
、「
軍
艦
の
臭
ひ
」
を
忘
れ
た
。
さ
う
し
て
妙
に
小
説
め
い
た

心
持
に
な
つ
た
。

彼
は
、「
痛
切
に
」
嗅
い
だ
「
軍
艦
の
臭
ひ
」
を
、「
決
し
て
高
等
な
臭
ひ
で

は
な
い
。」
と
記
し
、
土
井
晩
翠
の
「
天
地
有
情
」
の
題
字
を
見
付
け
、
息
を

つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
次
の
場
面
も
見
て
お
き
た
い
。

す
る
と
僕
の
隣
へ
来
て
、「
二
十
年
前
の
日
本
と
今
日
の
日
本
と
は
非
常

な
相
違
で
す
」
と
云
ふ
人
が
あ
る
。
そ
の
人
は
シ
イ
メ
ン
の
タ
イ
プ
に
属

さ
な
い
、
甚
だ
感
じ
の
好
い
顔
を
し
て
ゐ
た
。
さ
う
し
て
そ
の
顔
が
ま
つ

赤
に
な
つ
て
ゐ
た
。
何
で
も
国
防
計
画
か
何
か
を
論
じ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
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日
露
戦
争
で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
与
謝
野
晶
子
の
「
君
死
に
た
ま
ふ

こ
と
勿
れ
」（
明
三
七
・
九
、『
明
星
』）
の
第
五
連
、「
暖
簾
の
か
げ
に
伏
し
て

泣
く
／
あ
え
か
に
わ
か
き
新
妻
を
／
君
わ
す
る
る
や
思
へ
る
や
／
十
月
も
添
は

で
わ
か
れ
た
る
／
少
女
ご
こ
ろ
を
思
ひ
み
よ）

11
（

」
と
い
う
一
節
を
想
起
す
る
こ
と

は
不
自
然
で
は
あ
る
ま
い
。

三

金
剛
の
缶
室
も
ま
た
、
以
前
に
は
見
ら
れ
ぬ
巨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
福
井

静
夫
氏）

12
（

は
、「
巡
洋
戦
艦
は
速
力
が
は
や
い
か
ら
、
大
馬
力
を
要
し
、
膨
大
な

罐
室
区
間
を
必
要
と
し
、
か
つ
燃
料
搭
載
量
も
多
く
、
ど
う
し
て
も
艦
型
だ
け

は
大
き
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
れ
は
英
国
海
軍
が
、
ラ
イ
オ
ン
型
を
建
造
し

た
と
き
に
は
じ
め
て
み
ら
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
。」
と
、
述
べ
て
い
る
。

こ
の
ラ
イ
オ
ン
型
を
基
に
し
た
金
剛
の
缶
室
を
見
な
が
ら
、
芥
川
が
考
え
た

の
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

僕
が
先
づ
思
ひ
出
し
た
の
は
「
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
ロ
ス
ト
」
の
始
め
の
一
章

で
あ
る
。
か
う
云
ふ
と
誇
張
の
様
に
聞
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
決
し
て

さ
う
で
は
な
い
。
眼
の
前
に
は
恐
し
く
大
き
な
缶
が
幾
つ
も
、
噴
火
山
の

様
な
音
を
立
て
て
並
ん
で
ゐ
る
。
缶
の
前
の
通
路
は
、
甚
だ
狭
い
。
そ
の

狭
い
所
に
、
煤
煙
で
ま
つ
黒
に
な
つ
た
機
関
兵
が
色
硝
子
を
は
め
た
眼
鏡

を
頸
へ
か
け
な
が
ら
忙
し
さ
う
に
動
い
て
ゐ
る
。或
る
者
は
シ
ヨ
ヴ
ル
で
、

缶
の
中
へ
石
炭
を

り
こ
む
。
或
者
は
石
炭
桝
へ
石
炭
を
積
ん
で
押
し
て

に
近
い
同
情
を
感
じ
た
。

新
婚
早
々
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
Ｓ
君
に
芥
川
は
憐
れ
み
を
感
じ
る
。
こ
の
こ

と
は
頭
を
離
れ
な
い
よ
う
で
、他
の
場
面
で
も
Ｓ
君
の
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

食
卓
に
つ
く
と
、
す
ぐ
に
ボ
イ
が
食
事
を
持
つ
て
来
て
く
れ
る
。
さ
う
し

て
静
に
、
し
か
も
敏
活
に
、
給
仕
を
し
て
く
れ
る
。
僕
は
生
鮭
の
皿
を
突

つ
き
な
が
ら
、Ｓ
に
「
軍
艦
の
ボ
イ
は
気
が
利
い
て
ま
す
ね
。」
と
云
つ
た
。

Ｓ
は
「
え
え
」
と
か
何
と
か
気
の
な
い
返
事
を
し
た
。
事
に
よ
る
と
、
こ

れ
は
軍
艦
の
ボ
イ
よ
り
、
細
君
の
方
が
気
が
利
い
て
ゐ
る
と
思
つ
た
か
ら

か
も
知
れ
な
い
。

「
か
う
や
つ
て
下
を
見
て
ゐ
る
と
、
ち
よ
い
と
飛
込
み
た
く
な
る
ぜ
。」
僕

は
か
う
声
を
か
け
た
。
す
る
と
Ｍ
は
そ
れ
に
答
へ
な
い
で
、
近
眼
鏡
を
か

け
た
顔
を
僕
の
側
へ
持
つ
て
来
な
が
ら
、「
お
い
、
俳
句
が
一
つ
出
来
た
」

と
云
つ
た
。「
ど
ん
な
句
が
出
来
た
？
」「
遠
流
び
と
舟
に
泣
く
夜
や
子
規
。

と
云
ふ
ん
だ
。
Ｓ
君
の
事
を
よ
ん
だ
ん
だ
が
ね
。」
二
人
は
低
い
声
で
笑

つ
た
。

芥
川
は
、
何
度
も
Ｓ
君
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
芥
川
自
身
が
大
正
五
年
一
二
月
に
塚
本
文
と
婚
約
し
て
い
た
と
い
う
事
情

も
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
航
海
見
学
で
あ
っ
た
と
は
い

え
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
で
あ
る
。
い
つ
戦
場
へ
送
ら
れ
る
か
と
い
う
緊
迫
感

は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
Ｓ
君
へ
の
憐
れ
み
に
何
度
も
こ
だ
わ
る
言
葉
の
背
景
に
、
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の
思
い
は
見
ら
れ
な
い
。
芥
川
は
、
暗
い
艦
の
底
で
機
械
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら

働
く
機
関
兵
た
ち
を
、
目
を
離
さ
ず
に
描
き
続
け
る
。

現
に
そ
の
時
も
二
三
人
、
そ
の
暗
い
炭
庫
の
中
で
、
石
炭
を
シ
ヨ
ヴ
ル

で
下
し
て
ゐ
る
機
関
兵
の
姿
が
見
え
た
。
彼
等
は
皆
黙
々
と
し
て
運
命
の

や
う
に
働
い
て
ゐ
る
。
外
に
海
が
あ
つ
て
、
風
が
吹
い
て
、
日
が
あ
た
つ

て
ゐ
る
事
も
知
ら
な
い
人
間
の
や
う
に
働
い
て
ゐ
る
。
僕
は
妙
に
不
安
に

な
つ
た
。
さ
う
し
て
、
誰
よ
り
も
先
き
に
、
元
の
入
口
を
ボ
イ
ラ
ア
の
前

へ
這
ひ
出
し
た
。
が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
、
す
さ
ま
じ
い
労
働
が
、
鉄
と

石
炭
と
の
火
気
の
中
に
、
未
練
未
釈
な
く
続
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
海
の
上
の

生
活
は
、
陸
の
上
の
生
活
に
変
り
な
く
苦
し
い
。

彼
は
、
陸
上
と
変
わ
ら
ぬ
労
働
す
る
人
間
の
苦
し
み
を
感
じ
る
。
そ
し
て
、

次
の
よ
う
に
「
或
る
考
へ
」
に
と
り
つ
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
ど
こ
へ
行
つ
て
も
、
空
気
が
息
苦
し
い
位
生
暖
か
く
つ
て
、
い
ろ

ん
な
機
械
が
猛
烈
に
動
い
て
ゐ
て
、
鉄
の
床
や
手
す
り
が
油
で
ぴ
か
ぴ
か

光
つ
て
ゐ
て
、
僕
の
や
う
な
労
働
に
縁
の
遠
い
も
の
は
、
五
分
と
そ
こ
に

ゐ
る
と
、
神
経
に
こ
た
へ
て
し
ま
ふ
。
が
、
そ
の
間
に
絶
え
ず
、
或
る
考

へ
が
僕
の
頭
に
こ
び
り
つ
い
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
欧
洲
の
戦
争
が
始
ま
つ
て

以
来
、
僕
位
の
年
齢
の
も
の
が
大
抵
考
へ
る
や
う
に
な
つ
た
、
或
る
理
想

的
な
考
へ
で
あ
る
。
今
こ
の
ケ
ビ
ン
の
寝
台
の
上
に
こ
ろ
が
つ
て
、
く
た

び
れ
た
足
を
の
ば
し
な
が
ら
、
持
つ
て
来
た
オ
オ
ベ
ル
マ
ン
の
頁
を
は
ぐ

つ
て
ゐ
る
間
も
や
は
り
そ
の
考
へ
は
、
僕
を
は
な
れ
な
い
。

来
る
。
そ
れ
が
皆
缶
の
口
か
ら
さ
す
灼
熱
し
た
光
を
浴
び
て
、
恐
ろ
し
い

シ
ル
エ
ツ
ト
を
描
い
て
ゐ
る
。（
略
）其
上
暑
い
事
も
亦
一
通
り
で
は
な
い
。

僕
は
半
ば
呆
気
に
と
ら
れ
て
、
こ
の
人
間
と
は
思
は
れ
な
い
、
す
さ
ま
じ

い
労
働
の
光
景
を
見
渡
し
た
。

芥
川
は
、「
人
間
と
は
思
は
れ
な
い
、
す
さ
ま
じ
い
労
働
」
に
目
を
見
張
る

の
で
あ
る
。
彼
が
思
い
出
し
た
「
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
ロ
ス
ト
」の
「
始
め
の
一
章
」

と
い
う
の
は
、
次
の
一
節
で
あ
ろ
う
）
13
（

。

見
て
み
れ
ば
、
忽
ち
眼
前
に
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
荒
涼
と
し
て
／
身
の

毛
も
よ
だ
つ
光
景
、
戦
慄
す
べ
き
一
大
牢
獄
、
四
方
八
方
焰
に
／
包
ま
れ

た
巨
大
な
焦
熱
の
鉱
炉
。
だ
が
そ
の
焰
は
光
を
放
っ
て
は
い
な
い
。
／
た

だ
眼
に
見
え
る
暗
黒
が
あ
る
の
み
な
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
暗
黒
に
／
照
ら

し
出
さ
れ
て
、
悲
痛
な
光
景
が
、
悲
し
み
の
世
界
が
、
鬼
哭
啾
々
た
る
／

影
の
世
界
が
、
展
開
し
て
い
る
…
…
。
そ
こ
に
は
、
平
和
も
な
け
れ
ば
／

安
息
も
な
く
、
す
べ
て
の
者
に
訪
れ
る
は
ず
の
希
望
も
訪
れ
な
い
の
だ
。

／
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
果
て
し
な
き
責
苦
と
、
絶
え
ず
燃
え
つ
づ
け
／
し
か

も
燃
え
尽
き
る
こ
と
の
な
い
硫
黄
に
か
き
た
て
ら
れ
た
劫
火
の
／
洪
水

が
、
間
断
な
く
荒
れ
狂
っ
て
い
る
。
永
遠
の
正
義
の
神
が
／
叛
逆
の
徒
の

た
め
に
設
け
て
お
ら
れ
た
の
は
、ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
な
／
場
所
で
あ
り
、

い
や
果
て
の
こ
の
暗
黒
の
一
角
こ
そ
彼
ら
の
牢
獄
、
／
彼
ら
の
宿
命
の
場

所
と
し
て
神
の
定
め
ら
れ
て
い
た
所
で
あ
っ
た
。
／

彼
が
想
起
す
る
の
は
、「
悲
痛
な
」、
地
獄
の
光
景
で
あ
り
、
こ
こ
に
賞
賛
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と
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
或
る
考
へ
」
と
は
、
社
会
主
義
思
想
で
あ
ろ
う
。
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う

に
、
ロ
シ
ア
で
二
月
革
命
が
起
き
た
後
の
時
期
、
海
軍
に
属
す
る
芥
川
が
実
習

中
に
戦
艦
の
上
で
こ
の
よ
う
な
考
え
に
取
り
付
か
れ
る
こ
と
は
、
本
来
は
許
さ

れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
彼
は
、「
或
る
考
へ
」
と
し
か
書
け
な
か
っ

た
の
で
あ
り
、
こ
の
矛
盾
は
大
き
な
葛
藤
と
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
彼
は
、
士
官
室
や
士
官
次
室
の
様
子
も
、
丹
念
に
伝
え
て
い
る
。

士
官
室
で
は
大
き
な
扇
風
器
が
幾
つ
も
頭
の
上
で
ま
は
つ
て
ゐ
た
。
そ

の
下
に
白
い
テ
ー
ブ
ル
掛
を
か
け
た
長
い
食
卓
が
二
側
に
な
ら
ん
で
、
つ

き
あ
た
り
の
、
鏡
を
入
れ
た
大
き
な
カ
ツ
プ
ボ
オ
ド
に
は
、
銀
の
花
瓶
が

二
つ
置
い
て
あ
つ
た
。
食
卓
に
つ
く
と
、
す
ぐ
に
ボ
イ
が
食
事
を
持
つ
て

来
て
く
れ
る
。
さ
う
し
て
静
に
、
し
か
も
敏
活
に
、
給
仕
を
し
て
く
れ
る
。

湯
か
ら
上
る
と
（
略
）
浴
衣
に
着
か
へ
て
、
又
士
官
室
へ
行
つ
た
。
軍

艦
で
は
夕
飯
の
外
に
、
も
う
一
つ
晩
飯
が
あ
る
。
そ
の
晩
は
そ
れ
が
索
麪

だ
つ
た
。
僕
は
そ
こ
で
酒
を
す
ゝ
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
で
、
士
官
次
室
へ
招
待
さ
れ
て
皆
で
出
か
け
た
ら
、
浴
衣
が
け
で
、

ソ
フ
ア
に
ゐ
た
連
中
が
皆
立
つ
て
、
僕
た
ち
の
健
康
と
Ｓ
の
結
婚
と
を
祝

し
て
く
れ
た
。（
略
）
こ
の
先
生
は
、
僕
に
ハ
ム
だ
の
パ
イ
ン
ア
ツ
プ
ル

だ
の
色
ん
な
物
を
呉
れ
た
。さ
う
し
て
そ
の
合
ひ
間
に
は
、「
自
来
也
は
ん
」

す
さ
ま
じ
い
「
労
働
」
を
見
た
彼
の
頭
に
「
こ
び
り
つ
い
て
」
い
た
「
或
る

考
へ
」、「
欧
洲
の
戦
争
が
始
ま
つ
て
以
来
、
僕
位
の
年
齢
の
も
の
が
大
抵
考

へ
る
や
う
に
な
つ
た
、
或
る
理
想
的
な
考
へ
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

芥
川
の
「
保
吉
も
の
」
の
一
つ
、
横
須
賀
時
代
の
自
身
を
モ
デ
ル
に
描
い
た

「
あ
ば
ば
ば
ば
」（
大
一
二
・
一
二
、『
中
央
公
論
』）
に
は
、「
保
吉
は
ま
づ
ポ
ケ

ツ
ト
か
らS

parg
o

の
「
社
会
主
義
早
わ
か
り
」
を
出
し
た
。」
と
あ
る
。

江
口
渙）

14
（

は
、
大
正
七
年
頃
の
状
況
に
つ
い
て
「
労
働
問
題
が
声
高
く
叫
ば
れ

は
じ
め
た
と
き
で
あ
り
」、
作
家
の
あ
い
だ
に
も
「
労
働
者
の
生
活
、
労
働
者

の
姿
に
目
を
注
ぐ
、
い
わ
ゆ
る
労
働
文
学
を
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

傾
向
が
お
こ
り
つ
つ
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
正
六
年
か
ら
九

年
頃
に
か
け
て
の
「
見
お
と
し
て
は
な
ら
な
い
特
徴
」
と
し
て
、「
そ
れ
ま
で

文
壇
か
ら
閉
め
出
さ
れ
て
い
た
社
会
主
義
や
無
政
府
主
義
者
」が
進
出
し
、「「
中

央
公
論
」
や
「
新
小
説
」
か
ら
「
新
潮
」「
早
稲
田
文
学
」
に
ま
で
書
く
よ
う
に

な
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

15
（

。

大
正
六
年
四
月
の
衆
議
院
選
挙
で
は
、
堺
利
彦
が
立
候
補
し
て
い
る
。
松
尾

尊
兊
氏）

16
（

は
、「
第
一
次
世
界
大
戦
下
に
登
場
し
た
藩
閥
直
系
の
寺
内
正
毅
内
閣

の
下
で
、
社
会
主
義
者
が
公
然
と
選
挙
戦
に
登
場
し
た
意
義
は
大
き
か
っ
た
。

（
略
）
在
京
の
社
会
主
義
者
は
大
杉
栄
を
の
ぞ
き
、
山
川
均
・
荒
畑
寒
村
も
ふ

く
め
て
、
選
挙
戦
に
協
力
し
た
。
一
部
の
民
本
主
義
的
知
識
人
は
こ
の
挙
に

進
ん
で
賛
同
し
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
内
田
魯
庵
も
堺
を
支
持
し
、

馬
場
孤
蝶
・
生
田
長
江
・
安
部
磯
雄
・
三
宅
雪
嶺
も
応
援
演
説
に
出
向
い
た
こ
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た
副
長
に
敵
艦
の
情
勢
を
問
う
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
佐
々
木
信
綱
が
感
動
し
て
作

詞
し
、明
治
二
八
年
二
月
、『
大
捷
軍
歌
』
第
三
編
に
発
表
さ
れ
た
軍
歌
で
あ
る
。

も
と
は
一
〇
連
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
年
、
自
身
で
八
連
に
訂
正
さ
れ
る
。
芥

川
が
耳
に
し
た
で
あ
ろ
う
訂
正
前
の
歌
詞
を
見
る）

18
（

。

第
一
／
煙
も
見
え
ず
雲
も
な
く
／
風
も
起
ら
ず
浪
立
た
ず
／
鏡
の
ご
と
　

き
黄
海
は
／
曇
り
そ
め
た
り
時
の
間
に
／

第
二
／
空
に
知
ら
れ
ぬ
い
か
づ
ち
か
／
浪
に
き
ら
め
く
稲
づ
ま
か
／
煙
　

は
空
を
立
ち
こ
め
て
／
天
つ
日
か
げ
も
色
く
ら
し
／

第
三
／
戦
今
か
た
け
な
は
に
／
つ
と
め
つ
く
せ
る
勇
者
の
／
尊
と
き
血
も

て
甲
板
は
／
か
ら
紅
に
か
ざ
ら
れ
つ
／

第
四
／
弾
丸
の
く
だ
け
の
と
び
ち
り
て
／
あ
ま
た
の
傷
を
身
に
お
へ
ど
　

／
其
た
ま
の
緒
を
勇
気
も
て
／
つ
な
ぎ
と
め
た
る
水
夫
あ
り
／

第
五
／
副
艦
長
の
す
ぎ
ゆ
く
を
／
痛
む
ま
な
こ
に
見
と
め
け
む
／
苦
し
　

き
声
を
は
り
あ
げ
て
／
彼
は
さ
け
び
ぬ
副
長
よ
／

第
六
／
呼
と
め
ら
れ
し
副
長
は
／
彼
の
か
た
へ
に
た
ヽ
ず
め
り
／
声
を
し

ぼ
り
て
彼
は
問
ふ
／
ま
だ
沈
ま
ず
や
定
遠
は
／

第
七
／
副
長
の
眼
は
う
る
ほ
へ
り
／
さ
れ
ど
も
声
は
勇
ま
し
く
／
心
や
す

か
れ
定
遠
は
／
戦
ひ
が
た
く
な
し
は
て
ぬ
／

第
八
／
き
ヽ
え
し
彼
は
嬉
し
げ
に
／
最
後
の
微
笑
を
も
ら
し
つ
ヽ
／
い
か

で
か
た
き
を
討
て
よ
と
／
い
ふ
程
も
な
く
息
た
え
ぬ
／

第
九
／
皇
国
に
つ
く
す
皇
軍
の
／
向
ふ
所
に
敵
も
な
く
／
日
の
大
御
旗
う

と
か
何
と
か
云
つ
て
、
僕
の
コ
ツ
プ
へ
無
暗
に
ビ
ー
ル
を
注
い
だ
。

船
底
の
暑
く
地
獄
の
よ
う
な
世
界
に
対
し
、
涼
し
く
、
食
べ
物
と
酒
に
溢
れ

た
優
雅
な
士
官
室
、
士
官
次
室
が
描
か
れ
て
い
る
。
芥
川
は
、
海
軍
の
中
に
あ

る
機
関
兵
と
士
官
と
の
階
級
格
差
を
見
つ
め
て
い
る
の
で
あ
る
）
17
（

。

四

次
の
場
面
に
も
、
注
目
し
た
い
。

何
だ
ら
う
と
思
つ
て
、
ハ
ツ
チ
を
上
つ
て
見
る
と
、
第
四
砲
塔
の
う
し
ろ

に
艦
中
の
水
兵
が
黒
山
の
や
う
に
集
ま
つ
て
ゐ
た
。さ
う
し
て
そ
れ
が
皆
、

大
き
な
口
を
あ
い
て
、「
勇
敢
な
る
水
兵
」
の
軍
歌
を
唱
つ
て
ゐ
た
。
ケ

エ
プ
ス
タ
ン
の
上
に
、
甲
板
士
官
が
の
つ
て
ゐ
る
の
は
、
音
頭
を
と
つ
て

ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
こ
つ
ち
か
ら
見
る
と
、
そ
の
士
官
と
艦
尾
の
軍
艦
旗

と
が
、
千
人
あ
ま
り
の
水
兵
の
頭
の
上
に
、
曇
り
な
が
ら
夕
焼
け
の
し
た

空
を
切
り
ぬ
い
て
、
墨
を
塗
つ
た
や
う
に
黒
く
見
え
た
。
下
で
は
皆
が
、

塩
辛
い
声
を
あ
げ
て
、「
煙
も
見
え
ず
雲
も
な
く
」
と
う
た
つ
て
ゐ
る
。

僕
は
こ
の
時
も
亦
、
そ
の
或
る
考
へ
に
襲
は
れ
た
。
勇
ま
し
か
る
可
き
軍

歌
の
声
が
、
僕
に
は
寧
ろ
、
凄
壮
な
調
子
を
帯
び
て
聞
え
た
か
ら
で
あ
る
。

僕
は
オ
オ
ベ
ル
マ
ン
を

り
出
し
て
眼
を
閉
つ
た
。
艦
は
少
し
揺
れ
始

め
た
ら
し
い
。

「
勇
敢
な
る
水
兵
」
は
、
日
清
戦
争
の
黄
海
海
戦
で
、
旗
艦
松
島
に
戦
艦
定

遠
の
砲
弾
が
命
中
し
た
時
、
一
人
の
水
兵
が
瀕
死
の
重
傷
を
負
い
つ
つ
傍
に
い
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五

こ
の
文
章
に
は
、「
オ
オ
ベ
ル
マ
ン
」
と
い
う
書
名
が
、
二
度
登
場
す
る
。

「
持
つ
て
来
た
オ
オ
ベ
ル
マ
ン
の
頁
を
は
ぐ
つ
て
ゐ
る
間
も
や
は
り
そ
の
考

へ
は
、
僕
を
は
な
れ
な
い
。」、「
僕
は
オ
オ
ベ
ル
マ
ン
を

り
出
し
て
眼
を
閉

つ
た
。」
と
あ
る
。

「
オ
ー
ベ
ル
マ
ン
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
で
ロ
マ
ン
派
の
先
駆
者
と

さ
れ
る
エ
チ
エ
ン
ヌ
・
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
セ
ナ
ン
ク
ー
ル
（
一
七
七
〇
〜

一
八
四
六
）
に
よ
っ
て
、
一
八
〇
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
小
説
で
あ
る
。

全
体
が
親
友
に
宛
て
た
手
紙
と
し
て
構
成
さ
れ
た
書
簡
体
小
説
で
あ
る
。
主

人
公
オ
ー
ベ
ル
マ
ン
は
、
意
に
添
わ
ぬ
職
業
に
就
く
事
を
拒
み
、
理
想
の
生
活

を
求
め
て
ス
イ
ス
や
パ
リ
近
郊
の
自
然
の
中
に
暮
ら
す
。
そ
し
て
、
自
然
の
美

し
さ
の
中
で
、
文
学
的･

哲
学
的
思
索
を
深
め
、
真
の
人
生
を
模
索
し
て
い
く

の
で
あ
る
。

芥
川
は
、
艦
上
で
こ
の
「
オ
ー
ベ
ル
マ
ン
」
を
読
み
続
け
て
い
る）

20
（

。
彼
の
脳

裏
に
常
に
こ
の
世
界
が
浮
上
し
て
い
た
こ
と
は
、重
要
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。

こ
の
文
章
中
に
見
ら
れ
る
自
然
描
写
の
美
し
さ
も
、そ
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
冒
頭
に
は
、「
先
に
錨
を
あ
げ
た
榛
名
は
既
に
煙
を
吐
き
乍
ら
徐
に
港

口
を
西
に
向
つ
て
、
離
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
ま
た
、
梅
雨
晴
れ
の
空

の
下
に
起
伏
し
て
ゐ
る
山
々
の
鮮
な
緑
と
、
眩
ゆ
く
日
の
光
を
反
射
し
て
ゐ
る

水
銀
の
や
う
な
海
面
と
を
背
景
に
し
て
、
美
し
い
パ
ノ
ラ
ミ
ツ
ク
な
景
色
を
つ

ら

く
と
／
東
の
洋
を
て
ら
す
な
り
／

第
十
／
ま
だ
沈
ま
ず
や
定
遠
は
／
此
言
の
葉
は
短
き
も
／
皇
国
を
お
も
ふ  

国
民
の
／
心
に
長
く
し
る
さ
れ
む
／

こ
の
よ
う
に
、「
尊
と
き
血
も
て
甲
板
は
／
か
ら
紅
に
か
ざ
ら
れ
つ
」
と
か
、

「
弾
丸
の
く
だ
け
の
と
び
ち
り
て
／
あ
ま
た
の
傷
を
身
に
お
へ
ど
」
と
い
っ
た

歌
詞
を
、「
千
人
あ
ま
り
の
水
兵
」
が
「
塩
辛
い
声
を
あ
げ
て
」
歌
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
す
さ
ま
じ
い
光
景
で
あ
る
。
遠
い
と
こ
ろ
の
戦

争
と
は
い
え
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
さ
な
か
で
も
あ
る
。

芥
川
は
、「
こ
の
時
も
亦
、
そ
の
或
る
考
へ
に
襲
は
れ
た
。
勇
ま
し
か
る
可

き
軍
歌
の
声
が
、僕
に
は
寧
ろ
、凄
壮
な
調
子
を
帯
び
て
聞
え
た
か
ら
で
あ
る
。」

と
書
く
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
或
る
考
へ
」
が
社
会
主
義
思
想
で
あ
る
と
す

る
な
ら
、
そ
こ
に
は
反
戦
の
思
い
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
）
19
（

。
彼
は
、「
オ
オ
ベ
ル

マ
ン
を

り
出
し
て
眼
を
閉
つ
た
。」
の
で
あ
る
。

巨
大
な
戦
艦
の
上
で
、
千
人
を
超
え
る
合
唱
は
、
膨
張
す
る
海
軍
と
い
う
組

織
の
威
力
を
、
芥
川
に
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
た
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
、
正
面

か
ら
は
一
人
で
立
ち
向
か
え
な
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。「
艦
は
少
し
揺
れ
始
め
た
ら
し
い
。」
と
い
う
言
葉
に
は
、
こ
れ
か
ら
日
本

が
進
む
時
代
へ
の
不
安
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
彼
は
自
身
の
文
学
を
ど
の
よ
う
に
見
出
し
て
い
く
の
だ

ろ
う
か
。
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う
に
浮
き
上
つ
て
ゐ
る４
。
僕
は
丁
度
来
合
せ
た
機
関
長
に
聞
い
て
、
艦
が

既
に
豊
後
水
道
を
瀬
戸
内
海
へ
は
い
つ
た
事
を
知
つ
た
。

（「
軍
艦
金
剛
航
海
記
」）

「
オ
ー
ベ
ル
マ
ン
」
の
風
景
描
写
が
、
芥
川
の
描
く
風
景
に
重
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

芥
川
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
を
続
け
る
。

僕
は
妙
に
気
が
軽
く
な
つ
た
。（
略
）
陸
に
近
い
と
云
ふ
事
は
何
と
な
く

愉
快
で
あ
る
。（
略
）
や
が
て
、
何
気
な
く
眼
を
上
げ
る
と
、
眼
の
前
に

あ
る
十
四
吋
砲
の
砲
身
に
、
黄
い
ろ
い
褄
黒
蝶
が
一
つ
と
ま
つ
て
ゐ
る
。

僕
は
文
字
通
り
は
つ
と
思
つ
た
。
驚
い
た
や
う
な
、
嬉
し
い
や
う
な
妙
な

心
も
ち
で
は
つ
と
思
つ
た
。
が
、
そ
れ
が
人
に
通
じ
る
筈
は
な
い
。
機
関

長
は
相
変
ら
ず
し
き
り
に
む
づ
か
し
い
経
義
の
話
を
し
た
。
僕
は

―
唯

だ
、
蝶
を
見
て
ゐ
た
と
云
つ
た
の
で
は
、
云
ひ
足
り
な
い
。
陸
を
、
畠
を
、

人
間
を
、
町
を
、
さ
う
し
て
又
そ
れ
ら
の
上
に
あ
る
初
夏
を
蝶
と
共
に
懐

し
く
、
思
ひ
や
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

「
十
四
吋
砲
の
砲
身
」
は
、
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
世
界
最
大
級
の
巨

砲
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
と
ま
っ
た
「
黄
い
ろ
い
褄
黒
蝶
」
を
見
て
、「
驚
い
た

や
う
な
、
嬉
し
い
や
う
な
妙
な
心
も
ち
で
は
つ
と
思
つ
た
。」
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、「
陸
を
、
畠
を
、
人
間
を
、
町
を
、
さ
う
し
て
又
そ
れ
ら
の
上
に
あ
る

初
夏
を
蝶
と
共
に
懷
し
く
、
思
ひ
や
つ
て
ゐ
た
」
の
で
あ
る
。

彼
は
、
戦
艦
の
開
発
競
争
を
続
け
、
軍
歌
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
な
が
ら
、
こ

く
つ
て
ゐ
る
。」
と
い
っ
た
、
印
象
的
な
描
写
が
あ
る
。

特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
最
後
の
場
面
で
あ
る
。
芥
川
が
こ
の
場
面
に
描
く

自
然
の
美
し
さ
は
、
深
い
印
象
を
与
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
風
景
は
、「
オ
ー

ベ
ル
マ
ン
」
の
一
場
面
と
の
類
似
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
対
比
す
る
。

ま
ず
「
オ
ー
ベ
ル
マ
ン
」
を
挙
げ
る）

21
（

。（
類
似
点
を
番
号
で
示
す
）

僕
は
下
に
敷
い
て
ゐ
た
苔
を
長
い
間
凝
視
し
て
ゐ
た
が
、
そ
の
眼
を
あ
げ

て
見
た
瞬
間
、
強
い
幻
覚
に
打
た
れ
た１
。（
略
）
湖
水２
ま
で
延
び
て
ゐ
る

峻
し
い
坂
は
、
丁
度
僕
の
坐
つ
て
ゐ
る
所
が
小
高
く
突
き
出
て
ゐ
る
た
め

眼
に
は
入
ら
な
い
。
そ
れ
で
非
常
に
傾
い
て
見
え
る
湖
水２
は
対
岸
を
空
中

に
持
ち
上
げ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
靄
が
サ
ヴ
ォ
ア
側
の
ア
ル
プ
ス

を
一
部
分
蔽
つ
て
ゐ
て
、
山
は
靄
と
溶
け
合
つ
た
や
う
に
な
り３
、
そ
れ
と

同
じ
色
合
ひ
に
包
ま
れ
て
ゐ
る
。
落
日
の
光
と
、
ヴ
ァ
レ
ー
の
方
に
あ
た

る
遠
景
に
何
も
な
い
の
と
で
、
こ
れ
ら
の
山
々
は
高
く
持
ち
上
り
、
大
地

と
離
れ
た
や
う
に
な
り４
、そ
の
端
々
は
見
別
け
が
つ
か
な
く
な
つ
て
ゐ
る
。

（「
オ
ー
ベ
ル
マ
ン
」
第
二
信
）

こ
の
箇
所
は
、
主
人
公
が
旅
に
出
て
自
然
美
に
感
動
す
る
最
初
の
場
面
で
あ

り
、「
オ
ー
ベ
ル
マ
ン
」の
山
場
の
一
つ
で
あ
る
。
続
い
て
芥
川
の
文
章
を
見
る
。

明
く
る
朝
、
飯
も
食
は
ず
に
上
甲
板
へ
出
て
見
た
ら
、
海
の
色２
が
ま
る

で
変
つ
て
ゐ
る
の
に
驚
い
た１
。昨
日
ま
で
は
濃
い
藍
色
を
し
て
ゐ
た
の
が
、

今
朝
は
ど
こ
を
見
て
も
美
し
い
緑
青
色
に
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
こ
へ
一
面
に

淡
い
靄
が
下
り
て
、
其
靄
の
中
か
ら３
、
円
い
山
の
形
が
茶
碗
を
伏
せ
た
や
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う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
、
就
任
匇
々
、
早
く
も
全
校
に
大
き
な
セ
ン
セ
イ
シ
ョ
ン
を
投
じ
る

こ
と
を
や
り
出
し
て
、（
略
）
少
佐
中
佐
級
の
教
官
か
ら
、
ひ
ど
い
反
感

を
抱
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
当
時
の
機
関
学
校
の
教
材

は
、
英
文
を
印
刷
に
し
た
も
の
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
こ
と
ご
と

く
勝
利
を
謳
歌
す
る
軍
国
主
義
的
な
も
の
ば
か
り
で
、
英
語
を
教
え
な
が

ら
、
生
徒
の
士
気
を
鼓
舞
激
励
す
る
ね
ら
い
で
あ
つ
た
が
、
芥
川
教
官
は

新
任
匇
々
そ
れ
を
一
掃
し
て
、
教
材
に
用
い
る
も
の
は
、
す
べ
て
が
敗
戦

の
物
語
で
あ
り
、
衰
亡
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
一
部
の
生
徒
か
ら

は
、反
軍
的
で
あ
り
娑
娑
く
さ
い
と
い
わ
れ
て
、早
く
も
敗
戦
教
官
の
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
を
烙
印
さ
れ
た
。

ま
た
芥
川
が
、「
戦
争
と
い
う
も
の
は
、
勝
つ
た
国
も
敗
け
た
国
も
、
末
路

に
お
い
て
は
同
じ
結
果
で
あ
る
。
多
く
の
国
民
が
悲
惨
な
苦
悩
を
な
め
さ
せ
ら

れ
る
」
と
語
っ
た
こ
と
や
、「
い
ま
ご
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ば
か
な
こ
と

を
し
て
い
る
だ
ろ
う
な
？
」
と
ひ
と
り
ご
と
を
言
っ
た
こ
と
な
ど
も
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、

あ
だ
か
も
、
欧
州
第
一
次
大
戦
の
最
中
で
あ
り
、
日
本
海
軍
は
無
敵
海
軍

を
誇
示
し
て
、
八
八
艦
隊
の
出
現
に
国
幣
の
大
半
を
か
た
む
け
て
狂
奔
し

て
い
た
こ
ろ
で
、
若
い
文
官
教
官
芥
川
龍
之
介
の
発
言
は
、
武
官
教
官
や

一
部
の
学
生
を
ひ
ど
く
刺
戟
さ
せ
ず
に
お
か
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
同
じ

コ
チ
コ
チ
で
も
、
そ
こ
は
海
軍
で
、
陸
軍
ほ
ど
で
は
な
か
つ
た
。
も
し
も

の
巨
砲
が
火
を
吹
く
戦
闘
と
殺
戮
の
世
界
に
対
峙
す
る
も
の
と
し
て
、
初
夏
の

生
命
溢
れ
る
自
然
と
そ
の
中
で
平
穏
に
営
ま
れ
る
生
活
の
美
し
さ
を
想
起
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
場
面
が
非
常
に
力
強
い
印
象
を
感
じ
さ
せ
る
）
22
（

の
は
、

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
付
言
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
Ｓ
君
と
新
し

い
妻
が
、
離
れ
ず
に
暮
ら
せ
る
平
和
な
世
界
で
も
あ
る）

23
（

。

そ
し
て
そ
の
自
然
と
人
間
世
界
の
美
に
生
き
る
こ
と
に
、
芥
川
は
不
安
な
時

代
の
中
で
作
家
と
し
て
生
き
る
道
を
見
出
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

六

芥
川
の
横
須
賀
時
代
は
、
塚
本
文
と
の
新
婚
生
活
と
い
う
幸
せ
な
一
面
を

持
っ
て
い
た
が
、
同
時
に
、
満
た
さ
れ
な
い
二
重
生
活
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。

彼
は
、
生
計
を
立
て
る
た
め
海
軍
機
関
学
校
に
勤
務
し
、
英
語
教
師
に
あ
き
た

り
な
い
も
の
を
感
じ
つ
つ
小
説
を
書
き
続
け
て
い
た
。「
永
久
に
不
愉
快
な
二

重
生
活
」（
大
七
・
一
一
、『
新
潮
』）
の
中
で
彼
は
、「
職
業
と
し
て
私
は
英
語

を
教
へ
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
こ
に
起
る
二
重
生
活
が
不
愉
快
で
、
し
か
も
そ
の
不

愉
快
を
超
越
す
る
の
は
全
然
物
質
的
の
問
題
だ
が
、
生
憎
そ
れ
が
現
代
の
日
本

で
は
当
分
解
決
さ
れ
さ
う
も
な
い
以
上
、
永
久
に
我
々
は
こ
の
不
愉
快
な
生
存

を
続
け
て
行
く
外
は
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。

そ
し
て
芥
川
は
、
授
業
で
敗
戦
の
物
語
ば
か
り
教
材
に
し
て
い
た
た
め
、
敗

戦
教
員
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
芥
川
の
教
え
子
で
あ
っ
た
篠
崎
礒
次
氏
が
語
っ
た

こ
と
を
ま
と
め
た
、
諏
訪
三
郎
氏
の
「
敗
戦
教
官
芥
川
龍
之
介
）
24
（

」
に
は
次
の
よ
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芥
川
は
、「
幼
稚
園
に
は
ひ
つ
て
ゐ
た
頃
に
は
海
軍
将
校
に
な
る
つ
も
り
だ
っ

た）
26
（

」
と
い
う
。
だ
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
頃
の
、
軍
事
費
が
膨
張
し
巨
大
な
権

力
を
持
ち
つ
つ
あ
る
海
軍
の
内
部
に
属
す
る
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
息
苦
し
い

も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る）

27
（

。

「
侏
儒
の
言
葉
」（
大
一
二
・
一
〜
大
一
四
・
一
一
、『
文
芸
春
秋
』）
の
「
小
児
」

に
は
、「
軍
人
は
小
児
に
近
い
も
の
で
あ
る
。（
略
）
殺
戮
を
何
と
も
思
は
ぬ
な

ど
は
一
層
小
児
と
選
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
。
殊
に
小
児
と
似
て
ゐ
る
の
は
喇
叭
や

軍
歌
に
鼓
舞
さ
れ
れ
ば
、
何
の
為
に
戦
ふ
か
も
問
は
ず
、
欣
然
と
敵
に
当
る
こ

と
で
あ
る
。」
と
い
う
、
辛
辣
な
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
）
28
（

。

お
わ
り
に

芥
川
龍
之
介
は
、
海
軍
機
関
学
校
教
官
と
し
て
軍
艦
金
剛
に
乗
船
す
る
。
だ

が
、
彼
が
記
し
た
航
海
記
に
は
、
こ
の
超
弩
級
巡
洋
艦
を
賛
美
す
る
言
葉
は
見

ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
戦
火
の
時
代
に
、
そ
し
て
世

界
的
な
軍
備
拡
張
、
建
艦
競
争
の
時
代
に
、
平
和
を
望
み
な
が
ら
一
人
苦
悩
し

て
い
る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

一
時
期
と
は
い
え
海
軍
に
所
属
し
、
急
速
に
巨
大
化
す
る
軍
部
を
目
の
当
た

り
に
し
た
芥
川
が
、
作
家
と
し
て
選
び
得
た
の
は
、
正
面
か
ら
そ
の
権
力
と
格

闘
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
内
部
で
要
人
と
し
て
と
ど
ま
り
な
が
ら
書

き
続
け
る
こ
と
で
も
な
く
、「
或
る
考
へ
」
を
心
に
抱
き
な
が
ら
も
、「
オ
ー
ベ

ル
マ
ン
」
に
描
か
れ
た
よ
う
に
、
世
の
中
と
一
線
を
画
し
美
を
求
め
て
孤
高
に

芥
川
龍
之
介
が
陸
軍
の
教
員
で
あ
つ
た
ら
、
た
ち
ま
ち
反
戦
主
義
者
と
し

て
、
憲
兵
隊
に
拘
引
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

と
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

や
が
て
、
海
軍
機
関
学
校
の
定
員
が
倍
増
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
芥
川

は
英
語
教
官
を
退
職
し
、
大
阪
毎
日
新
聞
に
入
社
す
る
。

大
正
七
年
の
小
島
政
二
郎
宛
書
簡
に
は
、
定
員
が
増
え
て
授
業
も
増
加
す

る
こ
と
が
繰
り
返
し
嘆
か
れ
て
い
る
。「
海
軍
拡
張
で
生
徒
が
殖
ゑ
従
つ
て

時
間
も
増
す
」（
大
七
・
九
・
二
二
）、「
来
年
か
ら
生
徒
が
殆
三
倍
近
く
も
殖
ゑ

て
授
業
時
間
も
今
の
倍
以
上
に
な
る
ん
だ
と
云
ふ
か
ら
大
変
で
す
」（
大
七
・

一
〇
・
一
八
）、「
何
し
ろ
四
月
か
ら
先
に
な
る
と
海
軍
拡
張
が
始
ま
り
さ
う
な

の
で
弱
つ
て
ゐ
る
の
で
す
ど
う
考
へ
て
も
僕
の
機
関
学
校
へ
就
職
し
た
理
由
と

海
軍
拡
張
と
は
根
本
に
於
て
相
容
れ
さ
う
も
な
い
」（
大
七
・
一
〇
・
二
一
）
と

あ
る
。
膨
張
し
て
い
く
海
軍
を
前
に
困
惑
す
る
芥
川
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。

や
が
て
最
後
の
授
業
を
済
ま
せ
た
芥
川
は
、「
教
科
書
出
席
簿
そ
の
他
皆
ス

ト
オ
ヴ
に

り
こ
ん
で
燃
や
し
て
」（
大
八
・
三
・
二
八
、
岡
栄
一
郎
宛
葉
書
）、

学
校
を
去
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
阪
毎
日
新
聞
入
社
時
に
書
か
れ
た
「
入
社
の
辞）

25
（

」
に
は
、「
予
は

教
育
家
と
し
て
、
殊
に
未
来
の
海
軍
将
校
を
陶
鋳
す
べ
き
教
育
家
と
し
て
、
い

く
ら
己
惚
れ
て
見
た
所
が
、
到
底
然
る
べ
き
人
物
で
は
な
い
。
少
く
と
も
現
代

日
本
の
官
許
教
育
方
針
を
丸
薬
の
如
く
服
膺
出
来
な
い
点
だ
け
で
も
、
明
に
即

刻
放
逐
さ
る
べ
き
不
良
教
師
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
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明
治
の
聖
の
勅
に
上
り
　
そ
の
名
同
じ
き
金
剛
艦
　
大
英
国
に
て
作
ら
れ
ぬ
　
時
は

大
正
第
二
年
（
二
以
下
略
）」
と
あ
る
。

（
10
）
金
剛
Ｓ
作
「
一
、
世
界
に
名
高
き
金（

マ

マ

）

て
は
英
国
ウ
イ
ツ
カ
ー
会
社
の
製
造
で
コ
チ
ヤ

　
十
四
吋
が
八
門
よ
コ
チ
ヤ
エ
ー

く
　
二
、二
十
一
吋
の
水
雷
や
速
力
の
ほ
か
に
類

な
き
堅
艦
は
コ
チ
ヤ
　
乗
組
将
士
は
花
ぞ
ろ
い
コ
チ
ヤ
エ
ー

く
（
三
以
下
略
）」
と

あ
る
。

（
11
）『
明
星
』
辰
年
第
九
号
（
明
三
七
・
九
）

（
12
）（
７
）
に
同
じ

（
13
）
平
井
正
穂
訳
『
ミ
ル
ト
ン
　
失
楽
園
』（
一
九
七
九
・
六
、
筑
摩
書
房
）。『
芥
川
龍
之

介
全
集
第
二
巻
』「
注
解
（
軍
艦
金
剛
航
海
記
）」（
一
九
九
五
・
一
二
、
岩
波
書
店
）
に

も
指
摘
が
あ
る
。

（
14
）『
晩
年
の
芥
川
龍
之
介
』（
一
九
八
八
・
七
、
落
合
書
店
）

（
15
）
金
原
左
門
編
『
日
本
民
衆
の
歴
史
七
　
自
由
と
反
動
の
潮
流
』（
一
九
七
五
・
九
、三

省
堂
）
に
は
「
民
衆
が
（
略
）
独
自
の
要
求
を
か
か
げ
、（
略
）
運
動
を
お
し
す
す
め

る
気
運
は
、
第
一
次
大
戦
が
勃
発
し
、
や
が
て
日
本
経
済
が
不
況
か
ら
好
況
に
転
化

す
る
と
い
う
景
気
循
環
の
な
か
で
、
か
え
っ
て
強
ま
っ
て
い
っ
た
。」
と
あ
る
。
ま
た

ス
ト
ラ
イ
キ
件
数
は
大
正
五
年
に
一
〇
八
で
あ
っ
た
が
、
大
正
六
年
に
は
三
九
八
と

飛
躍
的
に
増
大
し
、
大
正
七
年
四
一
七
、
大
正
八
年
四
九
七
と
漸
増
し
て
い
る
。

（
16
）『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
一
九
七
四
・
五
、
岩
波
書
店
）

（
17
）
芥
川
の
「
猿
」（
大
五
・
八
、『
新
思
潮
』）
に
も
、
こ
の
よ
う
な
海
軍
に
お
け
る
階
級

格
差
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
18
）『
大
捷
軍
歌
』
第
三
編
、
但
し
明
三
一
・
一
〇
発
行
第
九
版
参
照

（
19
）
第
二
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
大
会
（
一
九
〇
七
）
で
は
戦

争
反
対
の
決
議
が
な
さ
れ
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
会
（
一
九
一
〇
）、
バ
ー
ゼ
ル
会
議

（
一
九
一
二
）
に
も
継
承
さ
れ
る
。
し
か
し
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
時
、
各
国
の
党
が

戦
争
協
力
し
た
た
め
第
二
イ
ン
タ
ー
は
崩
壊
し
た
。
だ
が
そ
の
後
、
反
戦
を
主
張
す

生
き
る
道
で
あ
っ
た
。

職
業
を
捨
て
、
美
の
世
界
や
真
実
の
生
を
希
求
し
旅
に
出
る
憂
鬱
な
青
年
と

い
う
点
で
見
れ
ば
、彼
も
ま
た
一
人
の
オ
ー
ベ
ル
マ
ン
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

芥
川
の
海
軍
内
部
で
の
経
験
は
、
彼
の
文
学
に
一
つ
の
影
を
落
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

注（
１
）
海
軍
機
関
学
校
で
の
英
語
教
官
と
し
て
の
芥
川
に
つ
い
て
は
、
岸
上
英
幹
「
海
軍
機

関
学
校
英
語
教
官
芥
川
龍
之
介
が
学
生
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
」（『
愛
知
産
業
大
学

短
期
大
学
紀
要
』
二
三
号
、
二
〇
一
一
・
三
）
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
初
代
金
剛
は
明
治
四
二
年
に
除
籍
、
翌
年
に
売
却
解
体
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
外
山
三
郎
『
日
本
史
小
百
科
28
海
軍
』「
八
八
艦
隊
」（
一
九
九
一
・
三
、近
藤
出
版
社
）

（
４
）「
資
本
主
義
の
確
立
」『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
17
　
近
代
４
』（
一
九
七
六
・
一
二
、
岩

波
書
店
）

（
５
）『
軍
備
拡
張
の
近
代
史
　
日
本
軍
の
膨
張
と
崩
壊
』（
一
九
九
七
・
六
、
吉
川
弘
文
館
）

（
６
）
兵
器
輸
入
に
関
わ
る
海
軍
の
大
汚
職
事
件
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
兵
器
会
社
シ
ー
メ
ン

ス
社
か
ら
の
贈
賄
や
、
金
剛
建
造
に
際
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
、
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
社
か
ら

の
贈
賄
が
判
明
し
た
。
群
集
が
議
会
を
包
囲
す
る
な
ど
、
山
本
内
閣
糾
弾
の
運
動
が

起
き
た
。

（
７
）
福
井
静
夫
『
福
井
静
夫
著
作
集
第
一
巻
　
軍
艦
七
十
五
年
回
想
記
　
日
本
戦
艦
物
語

Ⅰ
』（
二
〇
〇
八
・
五
、
光
人
社
）

（
８
）（
７
）
に
同
じ

（
９
）
御
歌
所
寄
人
　
千
葉
胤
明
作
歌
、
海
軍
々
楽
長
　
赤
崎
彦
二
作
曲
「
一
　
征
清
征
露

の
二
大
戦
　
日
本
海
に
黄
海
に
　
戦
功
積
み
し
軍
艦
の
　
誉
を
不
朽
に
伝
へ
ん
と
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作
品
論
集
成
第
五
巻
』
一
九
九
九
・
七
、
翰
林
書
房
）
に
、
横
須
賀
と
は
、「
い
わ
ば

国
家
の
利
害
関
係
に
絡
ん
だ
人
間
の
醜
い
争
い
や
目
論
見
を
、
海
軍
に
よ
る
軍
港
管

理
や
巨
大
な
軍
艦
の
存
在
や
大
勢
の
海
兵
の
養
成
と
い
っ
た
、
個
人
の
力
で
は
ま
っ

た
く
歯
が
立
た
な
い
鉄
の
「
形
」
と
国
家
の
「
力
」
と
で
現
前
さ
せ
る
脅
威
的
な
磁

場
の
中
心
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

（
28
）「
侏
儒
の
言
葉
」
に
は
、他
に
も
軍
へ
の
辛
辣
な
言
葉
が
あ
る
。
例
え
ば
「
軍
事
教
育
」

に
は
「
軍
事
教
育
と
言
ふ
も
の
は
畢
竟
只
軍
事
用
語
の
知
識
を
与
へ
る
ば
か
り
で
あ

る
。
そ
の
他
の
知
識
や
訓
練
は
何
も
特
に
軍
事
教
育
を
待
つ
た
後
に
得
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。（
略
）
す
る
と
軍
事
教
育
と
言
ふ
も
の
は
事
実
上
な
い
も
の
と
言
は
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。事
実
上
な
い
も
の
ゝ
利
害
得
失
は
勿
論
問
題
に
は
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。」

と
あ
る
。

※
芥
川
龍
之
介
の
文
章
は
、『
芥
川
龍
之
介
全
集
』（
一
九
九
五
・
一
一
〜
一
九
九
八
・
三
、

岩
波
書
店
）
に
拠
り
、
ル
ビ
等
は
適
宜
省
略
し
た
。

― 

つ
か
も
と
・
あ
き
こ
、
甲
南
大
学
教
授 

―

る
社
会
主
義
者
た
ち
が
、
ス
イ
ス
で
ツ
ィ
ン
メ
ル
ワ
イ
ド
会
議
（
一
九
一
五
）、
キ
ン

タ
ー
ル
会
議
（
一
九
一
六
）
を
開
き
、
反
戦
の
動
き
は
続
い
て
い
く
。（
フ
ォ
ス
タ
ー

『
三
つ
の
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
歴
史
』（
一
九
五
七
・
一
、大
月
書
店
）、西
川
正
雄
『
第

一
次
世
界
大
戦
と
社
会
主
義
た
ち
』（
一
九
八
九
・
七
、
岩
波
書
店
）
参
照
）

（
20
）
萩
原
直
幸
「O

berm
an

 ou
 les aléas d ’u

n
e œ

u
vre au

 pay
s du

 soleil levan
t: 

réception
 du

 rom
an

 de S
en

an
cou

r au
 Japon

に
つ
い
て
（
自
著
解
題
）」（『
岡
山

大
学
文
学
部
紀
要
』五
九
号
、二
〇
一
三
・
七
）
に
、「
軍
艦
金
剛
航
海
記
」が
挙
げ
ら
れ
、

芥
川
龍
之
介
は
「
オ
ー
ベ
ル
マ
ン
」 

を
「
最
初
期
に
読
ん
だ
日
本
人
の
一
人
」で
あ
り
、

「
お
そ
ら
く
英
訳
」
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）
市
原
豊
太
訳
『
オ
ー
ベ
ル
マ
ン
』（
上
）（
一
九
四
〇
・
五
、
岩
波
文
庫
）

（
22
）
清
水
昭
三
『
芥
川
龍
之
介
の
夢
「
海
軍
機
関
学
校
」
若
い
英
語
教
官
の
日
』

（
二
〇
〇
七
・
三
、
原
書
房
）
に
、「
猛
暑
も
去
っ
た
秋
読
む
と
、
こ
の
初
夏
の
、
海
上
の
、

艦
上
の
、
砲
塔
の
十
四
吋
上
に
羽
を
休
め
た
褄
黒
蝶
と
出
会
っ
た
芥
川
の
体
験
記
は
、

な
か
な
か
に
味
の
深
い
文
章
だ
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
納
得
さ
れ
て
く
る
。」
と

あ
る
。

（
23
）
初
出
の
『
時
事
新
報
』（
大
六
・
七
・
二
五
〜
二
九
）
に
は
「
初
夏
を
劬い

た

は
る
や
う
な

心
持
で
、
蝶（

マ
マ
）の
共
に
懐
し
く
、」
と
書
か
れ
て
い
る
。「
劬い

た

は
る
」
と
い
う
表
現
に
も
、

平
和
な
世
界
へ
の
慈
し
み
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
24
）『
中
央
公
論
』
第
七
五
八
号
（
一
九
五
二
・
三
）

（
25
）『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
二
二
巻
』「
後
記
（
入
社
の
辞
）」（
一
九
九
七
・
一
〇
、
岩
波
書

店
）
に
よ
れ
ば
、
入
社
当
時
こ
の
文
章
を
紙
面
に
掲
載
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
昭
和

二
年
一
〇
月
発
行
『
騒
人
』
第
二
巻
第
一
〇
号
の
薄
田
泣
菫
「
芥
川
龍
之
介
氏
の
事
」

の
中
で
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
文
末
に
「
大
正
八
年
三
月
」
と
あ
る
。

（
26
）
芥
川
龍
之
介
「
追
憶
」（
大
一
五
・
四
〜
昭
二
・
二
、『
文
芸
春
秋
』
第
四
年
第
四
号
〜

第
五
年
第
二
号
）

（
27
）
高
橋
龍
夫
「「
蜜
柑
」
に
お
け
る
手
法
―
「
私
」
の
存
在
の
意
味
―
」（『
芥
川
龍
之
介


